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第２四半期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

2023年５月11日に公表いたしました2024年３月期第２四半期累計期間（2023年４月１日～2023年９月30日）

の連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 2024年３月期第２四半期累計期間 連結業績予想と実績値の差異（2023年４月１日～2023年９月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 4,444 78 79 28 6.68

実績値（Ｂ） 4,386 111 112 69 16.28

増減額（Ｂ－Ａ） △57 32 32 41 

増減率（％） △1.3 41.8 41.2 143.6 

（ご参考）前期実績 

（2023年３月期第２四半期累計） 
4,297 △62 △52 △309 △72.36

 

２．差異の理由 

  売上高につきましては、中国向けの大規模な製品受注を当第２四半期に見込んでおりましたが、ＡＬＰＳ

処理水の海洋放出による、中国での日本企業の化粧品の不買運動等の影響を受け、中国向けの受注が滞った

ことにより、前回発表予想を下回る結果となりました。主力である直営店舗事業においては、新規顧客の獲

得やロイヤル顧客の醸成及び拡大に注力し、概ね予想通りの進捗となっております。 

  各段階利益につきましては、販売費及び一般管理費の合理化に努めたことに加え、第２四半期累計期間に

予定していたブランディング費用の一部が第３四半期以降に後ろ倒しとなったことや、店舗改装計画の一部

店舗の後ろ倒し等もあり、第２四半期累計期間においては販売費及び一般管理費が当初想定に比べ圧縮され

たため、前回発表予想を上回る結果となりました。 

  

  なお、通期の連結業績予想につきましては、販売費及び一般管理費の第３四半期以降への一部後ろ倒しを

踏まえ、2023年５月11日に公表いたしました予想数値から変更はございません。 

  

以 上 


